
消
費
税
増
税
の
中
止
を
国

に
求
め
よ
！

【
質
問
】

国
民
生
活
を
破
壊
し
、

中
小
企
業
・
商
店
の
経
営
を
破
壊
し
、

日
本
経
済
を
破
綻
さ
せ
る
消
費
税
増

税
の
実
施
を
し
な
い
よ
う
国
に
申
し

入
れ
を
。

【
答
弁
】
国
へ
の
申
し
入
れ
は
考

え
て
い
な
い
。

成
年
後
見
制
度
の
充
実
に

つ
い
て

【
質
問
】

①
今
後
、
後
見
制
度

の
必
要
性
は
高
ま
る
。
区
と
し
て
、

制
度
の
周
知
や
改
善
を
図
り
、
生

活
や
財
産
を
守
る
た
め
の
制
度
と

な
る
よ
う
取
組
み
を
強
化
す
べ
き
。

②
成
年
後
見
制
度
を
必
要
と
す
る
誰

も
が
、
適
切
な
後
見
人
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
後
見
人
の
担

い
手
を
拡
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
社
会
貢
献
型
後
見
人
制

度
を
早
期
に
実
施
す
る
た
め
、
市

民
後
見
人
を
担
っ
て
い
た
だ
く
候

補
者
を
増
や
す
た
め
に
も
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

こ
と
。

【
答
弁
】

①
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
、
区
は
、
Ｐ
Ｒ
や
区
長
に

よ
る
審
判
申
立
て
を
担
い
、
港
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

利
用
相
談
、
親
族
に
よ
る
申
立
へ

の
支
援
や
社
会
貢
献
型
後
見
人
等

候
補
者
の
養
成
な
ど
を
、
担
っ
て

い
る
。
社
協
を
引
き
続
き
支
援
す

る
と
共
に
、
成
年
後
見
制
度
の
普

及
啓
発
・
利
用
促
進
に
努
め
て
い

く
。

②
区
は
、
社
会
貢
献
型
後
見
人
の
養

成
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
社
協
と

協
議
し
な
が
ら
、
着
実
に
準
備
し

て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
に
つ
い
て

【
質
問
】

一
年
間
に
入
所
で
き

る
の
は
１
０
０
名
足
ら
ず
で
、
待
機

者
の
３
分
の
１
に
も
満
た
な
い
。

「
既
存
施
設
で
の
増
床
」
で
解
決
で

き
る
よ
う
な
実
態
で
は
な
い
。
入
所

希
望
者
が
入
所
で
き
る
よ
う
、
特
養

ホ
ー
ム
の
建
設
計

画
を
早
急
に
立
て

る
べ
き
。

【
答
弁
】

特
養

ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
既
存
施
設
内

で
の
増
床
を
は
か
っ

て
い
く
。

理
・
美
容
業
の
洗
髪
設
備

設
置
の
義
務
化
に
つ
い
て

【
質
問
】
区
内
の
理
容
師
・
美
容

師
で
作
る
「
港
区
環
境
衛
生
協
会
」

か
ら
、
昨
年
１
１
月
に
「
頭
髪
に
か

か
る
作
業
を
行
う
場
合
は
、
流
水
式

の
洗
髪
設
備
を
設
け
る
こ
と
」
を
追

加
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
書
が
区
議

会
に
提
出
さ
れ
た
。
本
年
６
月
に
は

区
長
宛
て
に
同
様
の
陳
情
書
が
出
さ

れ
て
い
る
。
衛
生
水
準
向
上
の
観
点

か
ら
「
流
水
式
洗
髪
設
備
の
設
置
を

義
務
づ
け
た
」
条
例
改
正
を
早
急
に

行
う
べ
き
。

【
答
弁
】

理
容
所
、
美
容
所
の

開
設
に
あ
た
っ
て
必
要
な
衛
生
措
置

や
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
港
区
理
・

美
容
師
法
施
行
条
例
で
定
め
て
い
る
。

洗
髪
設
備
の
設
置
義
務
化
に
つ
い
て

は
、
公
衆
衛
生
確
保
等
の
観
点
か
ら
、

区
民
、
関
係
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、

検

討

を

進

め
て
い
く
。
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港
区
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
１
３
日
か
ら
１
０
月
５
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
野
田
政
権
と

民
主
党
が
、
自
民
党
、
公
明
党
と
密
室
談
合
し
、
消
費
税
の
大
増
税
、
社
会
保
障
の
大
改
悪
を
強
行

す
る
な
か
、
区
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
や
財
産
、
中
小
企
業
の
営
業
な
ど
を
守
る
港
区
の
果
た
す
べ

き
役
割
の
発
揮
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
熊
田
ち
づ
子
議
員
と
大
滝
実
議
員
が
区
民
の
要
望

を
取
り
上
げ
、
本
会
議
で
武
井
区
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

裏
面
に
続
く

港区議団 検索



Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
１
万
人
リ
ス
ト
ラ
に

つ
い
て

【
質
問
】

電
機
産
業
全
体
で
大
規
模
な

リ
ス
ト
ラ
計
画
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、

昨
年
以
降
１
２
万
人
を
超
え
る
。
区
内
に

本
社
が
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
１
万
人
の
リ

ス
ト
ラ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

①
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
人
権
を
無
視
し
た
退
職
強
要
、

雇
用
破
壊
を
招
く
リ
ス
ト
ラ
は
行
わ
な

い
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
。

②
田
町
駅
周
辺
の
商
店
へ
の
影
響
に
つ
い

て
調
査
を
行
う
こ
と
。

③
港
区
に
働
く
人
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、

企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
た

め
の
ル
ー
ル
作
り
と
し
て
、
企
業
の
リ

ス
ト
ラ
計
画
の
区
へ
の
事
前
届
出
の
仕

組
み
を
作
る
こ
と
。

【
答
弁
】

①
区
と
し
て
、
区
内
企
業
に

対
し
、
申
入
れ
を
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

②
田
町
駅
周
辺
の
商
店
を
対
象
と
し
た
調

査
の
予
定
は
な
い
。

③
区
へ
の
事
前
届
出
の
仕
組
み
を
作
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

【
質
問
】

公
共
工
事
等
の
品
質
確
保

と
賃
金
の
底
上
げ
を
定
め
る
公
契
約
条
例

が
、
野
田
市
で
２
０
０
９
年
に
制
定
以
降
、

条
例
を
制
定
す
る
自
治
体
が
各
地
で
広
が
っ

て
い
る
。
都
内
で
は
多
摩
市
に
続
き
、
国

分
寺
市
、
渋
谷
区
で
制
定
さ
れ
た
。
区
は

野
田
市
な
ど
の
調
査
を
生
か
し
、
早
期
に

公
契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き
。
ま
た
、
公

契
約
法
の
早
期
制
定
を
国
に
求
め
よ
。

【
答
弁
】

５
月
以
降
、
既
に
公
契
約
条

例
を
制
定
し
た
各
自
治
体
の
取
組
み
を
調

査
し
た
。
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。
国

に
公
契
約
法
制
定
を
求
め
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

学
校
選
択
希
望
制
の
見
直
し
を

【
質
問
】

多
摩
市
で
は
緊
急
時
な
ど
の

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
の
対
応
が
困
難

に
な
る
な
ど
か
ら
来
年
度
か
ら
中
止
の
方

針
。
杉
並
区
で
は
東
日
本
大
震
災
を
機
に

登
下
校
時
の
安
全
を
重
視
す
る
声
の
高
ま

り
か
ら
、
２
０
１
６
年
度
に
廃
止
す
る
方

針
を
決
め
た
。
江
東
区
で
も
見
直
し
の
議

論
が
さ
れ
て
い
る
。

改
め
て
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
、
学
校
と
地
域
の
関
わ
り
な
ど

の
観
点
か
ら
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
地
域

の
意
見
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
図
る
べ
き
。

【
答
弁
】

昨
年
度
に
実
施
し
た
港
区
民

世
論
調
査
に
お
い
て
、
約
５
割
の
区
民
が

制
度
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
お
い

て
は
、
通
学
時
の
安
全
面
や
地
域
離
れ
に

つ
い
て
の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

学
校
選
択
希
望
制
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。
。

ご
質
問
や
ご
要
望
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

☆ その他の質問項目 ☆

● 原発事故から区民の生命と健康を守るために

国に「原発ゼロの日本」への政治決断を要求

すべき。また、「脱原発をめざす首長会議」に

参加すべき。

● 介護保険制度の改善と高齢者福祉の充実につ

いて

１．生活援助の時間短縮を撤回し、元に戻すこと。

介護報酬の再改定、国庫負担の大幅増を国に求

めること。

２．撤回するまでの間、時間短縮で影響が出てい

る人については、区の「高齢者家事援助サービ

ス」で補完すること。

３．区の家事援助サービスの時間短縮はしないこ

と。利用者負担は増やさないこと。

● 民間の特養ホームへの看護士配置に支援を

● 低所得者も入居できるサービス付き高齢者住

宅について

１．入居対象者を単身者と限定せず、高齢者のみ

（夫婦・兄弟など）の世帯も対象とすべき。

２．低所得者や生活保護受給者も入居可能な家賃

設定とすべき。

● 生活保護について

１．生活保護法の改悪を行わないよう国に求める

こと。

２．生活保護を必要としている人が、誰でも受け

られるよう、窓口対応を行うこと。

３．扶養義務の拡大解釈につながるような、援助

者の強要を行わないこと。

● 避難所に「防災対応型太陽光発電システム」

の導入を

● 避難所となる学校へ安全に避難できるよう、

休日・夜間も人の配置を

● 小中一貫教育の全体への拡大を見直すこと


